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４
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担
当
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田
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・
猪
狩
み
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子

・
佐
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
を

一
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
茶
円
遺
跡
は
、
平
の
市
衝
地
東
方
約
四
血
、
夏
井
川
下
流
右
岸
に
位
置
す

る
。
太
平
洋
の
海
岸
よ
り
西
へ
約
三
血
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
陸
奥
国
磐
城
郡
磐

城
郷
に
属
す
る
地
域
で
あ
る
。

磐
城
郡
衡
に
比
定
さ
れ
る
根
岸

遺
跡
は
、
小
茶
円
遺
跡
の
南
東

方
向
約
二
血
の
所
に
位
置
し
、

南
西
方
向
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
位
置

に
は
、
延
喜
式
内
社
の
大
国
魂

神
社
が
所
在
す
る
。
付
札
木
簡

⑭

の
出
土
し
た
詑
田た
酔
条
里
制
遺

構
は
、
本
遺
跡
南
側
に
隣
接
し

て
い
る

（軍
雀
円研
究
』
〓
こ
。
こ
の
地
域
に
は
、
海
退
過
程
に
形
成
さ
れ
た
浜

堤
が
数
列
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
海
岸
線
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら

約

一
八
〇
〇
年
前
と
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
浜
尭
間
に
立
地
し
、
太
平
洋
に
向

か
っ
て
東
に
伸
び
る
海
岸
段
丘
の
開
口
部
に
あ
た
る
。
現
況
は
、
夏
井
川
に
北

面
す
る
田
園
地
帯
で
、
標
高
は
三
ぞ
四
ｍ
前
後
を
測
る
。

小
茶
円
遺
跡
の
調
査
は
、
常
磐
バ
イ
パ
ス
道
路
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ

る
。
調
査
面
積
は
、
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
道
路
幅
六
〇
ｍ
、
長
さ
四
五
〇
ｍ
に
わ

た
る
路
線
内
の
約
二
万

一
九
七
二
∬
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
調
査
範
囲
の
南
側
区
域
よ
り
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
水

田
跡
が
数
面
確
認
さ
れ
た
。
遺
跡
の
主
要
な
部
分
は
北
側
区
域
で
、
と
く
に
西

側
寄
り
に
建
物
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
掘
立
柱
建
物
二

四
棟
、
竪
穴
住
居
五
二
棟
、
井
戸
を
含
む
土
元

一
八
三
基
、
濤
三
〇
〇
条
な
ど

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
の
大
半
は
、
お
お
よ
そ
九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
代

に
入
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
の
出
土
量
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
二
六
〇
箱
で
あ
る
。
内
訳
は
、
土

師
器

・
須
恵
器
が
大
半
を
占
め
、
こ
の
ほ
か
、
弥
生
土
器
、
灰
釉
陶
器

・
緑
釉

陶
器
を
ぶ
く
む
陶
磁
器
、
手
捏
ね
土
器

・
土
錘

・
カ
ラ
カ
マ
ド
、
曲
物

・
椀

・

桶
な
ど
の
木
製
品
、
鉄
津

・
刀
子
な
ど
の
金
属
製
品
も
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
は
、
木
簡
の
ほ
か
に
緑
釉
陶
器
五
二

点
、
灰
釉
陶
器
九
三
点
、
カ
ラ
カ
マ
ド
ニ
個
体
、
風
宇
硯

一
点
で
あ
る
。
墨
書

土
器

・
刻
書
土
器
は
、
三
ハ
点
出
土
し
て
お
り
、
判
読
で
き
る
も
の
に

「十

ご



「十
二
」
「十
三
」
「石
木
太
」
「厨
」
が
あ
る
。

木
簡
は
六
点
あ
り
、
い
ず
れ
も
井
戸
内
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
う
ち
五
点
は

三
世
紀
後
半
を

一
四
世
紀

Ｇ
木
簡
研
究
』
一
四
）
の
も
の
で
、
今
回
報
告
す
る

点
は
、
「
大
同
元
年
」
（入
〇
一０

と
墨
書
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
。

木
筒
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
。
「
判
□
郷
戸
主
生
部
子
継
正
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（削
消
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（年
脱
じ

・
「
大
同
元
年
九
月
□
□
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『
大
同
元
十
月
三
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』
　
　
　
」
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方
形
で
隅
柱
を
も
ち
、
長
方
形
の
割
板
を
横
位
に
重
ね
て
側
板
と
す
る
井
戸

枠
内
よ
り
出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
。
遺
存
状
況
が
き
わ
め
て
良
好
な
完
形
品
で
、

上
端
部
が
方
頭
状
を
呈
し
下
端
部
を
鋭
く
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
表

裏
に
記
載
さ
れ
、
墨
痕
は
比
較
的
鮮
か
で
あ
る
。
表
面
に
は
郷
名

翁
和
名
類
乗

抄
』
に
該
当
郷
な
し
）
十
人
名
＋

「正
税
」
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
年
月
日
が
記

さ
れ
て
い
る
貢
進
物
付
札
。
一異
面
は

一
旦
書
い
た
年
月
日
を
削
消
し
、
改
め
て

記
載
し
て
い
る
。
九
世
紀
前
半
の
正
税
に
関
わ
る
き
わ
め
て
貴
重
な
史
料
と
な

ろ
いつ
。

本
遺
跡
の
隆
盛
期
は
、
九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
で
あ
妍
、
緑
釉
陶
器
や
灰
釉

陶
器

・
カ
ラ
カ
マ
ド
の
出
土
な
ど
、
い
わ
き
市
内
に
お
い
て
も
特
異
な
遺
物
群

で
あ
る
。
遺
跡
の
性
格
は
、
磐
城
郡
衝
に
比
定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
な
ど
、
周
辺

に
所
在
す
る
遺
跡
の
あ
り
方
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
、
今
後
の
調
査
成
果
を
ふ
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
つ
平
川
南
氏
の
ゼ
教
示
を

得
た
。
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関
係
文
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④
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

「
い
わ
き
市
内
発
見
の
木
簡
」
翁
発
掘
ニ
ュ

ー
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』
三
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一
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九
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年
）
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）
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